
 

 

平成へ改号した年よりその歴史を積み重ねてきた WBF千里シリーズも今年で25年目。四半世

紀にわたり幾多の名勝負を繰り広げてきたその歴史に今年名を刻むのは誰か？ 

3月からの半年にわたるレギュラーシーズンを勝ち抜き、挑戦者を迎え撃つ資格を得たのは、

昨年のシリーズ覇者でもある馬場毅選手。今なお成長を続けるベテランボウラーが、現行ルー

ル初の連覇という偉業を達成するのか？対するは、200 UPスコアでプレーオフを勝ち上がった

杉原陽一選手。過去幾多のタイトルを総なめにしてきた強豪だ。 

既に新聖地として定着して久しいボウル曽根（豊中市）を舞台に、シーズン１位・２位の頂上

決戦となった千里シリーズ。 

それでは超短期決戦のプレーオフ、そしてファイナルステージの様子を見て行こう。 

 

 

文：しらきけ んたろ

◆プレーオフ◆ 

決勝で待つ年間＆ディフェンディングチャンピオン馬場毅選手への挑戦権をかけた、２ゲーム

ハイスコア勝負のプレーオフから見てみよう。 プレーオフに進出できるのは、シーズン年間ポ

イントで 2 位・3 位の選手、年間 7 回行われる各ラウンドで１位獲得した選手、そしてポイン

ト上位を逃した選手の中から条件を満たせば選出されるワイルドカード枠の選手だ。まず年間

ポイント 2 位、3 位には、WBF を牽引する両輪と言ってもいい、杉原陽一選手、松本誠司選手

の実力者 2 名が、そして次世代ホープ、チャンピオンの子息馬場春毅選手も同点 3 位で名を連

ねた。杉原選手はラウンド優勝こそ１回と少なかったものの、ストライク率・スペア率・アベ

レージなど各賞を総ざらい。今一番脂がのっている選手と言えよう。松本選手は最終第 7 戦に

までプレーオフ出場がもつれる展開から奇跡のラウンド１位で年間 3 位まで上昇。その勝負強

さはやはり折紙付だ。成長著しい馬場春樹選手には千里シリーズ史上初の父子鷹対決、さらに

最年少チャンピオンの座に注目が集まる。また各ラウンド１位の出場資格者の中から、白木建

太郎選手が東京からのロケット参戦。そしてワイルドカード枠として島裕二選手、藤原聡選手

が出場した。総勢 6 名によるバトルロイヤルを勝ち上がるのは果たして・・・ 



 

 

◆プレーオフ第１ゲーム◆ 

ボウル曽根の１番・２番レーンで始まったプレーオフだが、開始早々１番レーンが故

障・使用不能になるという想定外のアクシデントが発生。隣のレーンが空くまで 30 分

程の放置プレーに、各選手はモチベーション維持に苦しんだようだ。 

そんな中でも、やはりこの二人、場数を踏んでいる杉原・松本の両選手は、レーンコ

ンディションを確認しつつのスコアメイク。結果、松本選手が 2 ストライク／6 スペ

アで 179 点（素点 175 点）をマークし暫定トップに。 

◆プレーオフ第 2 ゲーム◆ 

第１ゲームで集中力を欠いたプレーを見せ、チャンピオンである父に喝を入れられた

馬場春毅選手がスタートダッシュに成功。6 フレームまでフルマーク（ダブル含む）

を見せ、他の選手を圧倒する展開に。ハンデを活かした逃げ切りを目論んだ島選手・

藤原選手も、その先を行かれては手も足も出ず。東京からのロケット参戦を見せた白

木選手も、移動の疲れからか見せ場無く散って行った。 

そんな中でも、やはりこの二人、場数を踏んでいる杉原・松本の両選手は、試合の流

れを読みながら繋ぎのボウリングを展開。馬場春樹選手が後半バテると踏んだ読みは

見事的中。土壇場の 9 フレームで馬場選手にほぼ並ぶという末脚を見せた。運命の 10

フレーム１投目、馬場選手がヘッドピンを外すまさかの失投、松本選手がこれまた痛

恨のスプリット、それに対し杉原選手は 9 フレームからのダブルをマークし、デッド

ヒートを差しきった。 

次ページより、いよいよファイナルステージ↓ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆ファイナルステージ第１戦◆ 

昨年、念願の千里シリーズ初制覇を達成し、勢いそのままに今シーズンもポイント優

勝を決めたディフェンディングチャンピオン馬場毅選手へ、過去 4 度の賜杯を手にし

てきた最強チャレンジャー杉原陽一選手が立ち向かうファイナルステージ。 

どちらもツボにハマったときはストライク量産が期待できるだけに、WBF 屈指のハイ

スコアマッチが予想されたが、第１戦はプレーオフを勝ち抜いてきた杉原選手に軍配

が上がった。レーンコンディションを読み切ったかのように 4 フレからの 5 連続スト

ライクは圧巻。一方の馬場選手は 2・3・4 フレを続けてオープンとして調整登板モー

ドに。一方的な展開で杉原選手が１勝目を上げた。 

 

 

 

 

 

 

杉原爆発！プレーオフからの連続 200 UP で先



 

 

◆ファイナルステージ第 2 戦◆ 

レーンコンディションをつかみ始めたチャンピオンと、プレーオフからの連戦が気に

なる挑戦者。第 2 ゲームは初戦と打って変わって、両者ともスペアボウリングで互角

の戦いを展開。ハンデ差を活かし馬場選手が優勢に試合を運んだかに見えたが、先に

ミスをしたのはその馬場選手。7 フレを痛恨のオープンとし、一気に差を縮められ

た。ここで一気に勝負を決め賜杯へ王手をかけたい杉原選手だったが、10 フレでまさ

かのスペアミス。馬場選手が粘り勝ちで１勝１敗のタイに戻した。 

 

 

 

 

 

 

◆ファイナルステージ第 3 戦◆ 

この男の辞書に「疲れ」という言葉は無いのか・・・。どちらが先に王手をかけるか

注目の第 3 ゲームは、先のゲームに引き続き中盤まで互角の様相。しかし解説席から

は、確実にヘッドピンを捉えている挑戦者に対し、なかなかコントロールが定まらな

いチャンピオンが苦しいとの声が。その差が現れたのは終盤 7 フレ。杉原選手がダブ

ルを決める一方、馬場選手が 7・8 と連続オープンで勝負あり。6 ストライク４スペア

で本日 3 度目となる 200 UP を叩き出した杉原選手が王手をかけた。 

 

杉原山 再噴火で王手！ 馬場選手なす術無しか?! 

まさに互角の戦い！王者馬場、粘り勝ちで１勝



 

 

◆ ファイナルステージ第 4 戦◆ 

 

このまま杉原選手の独壇場で終わるのか?! しかし、第 4 ゲームでは一転、スプリット

を連発。連投による疲れもあってか、148 点と思うようにスコアを伸ばすことができ

ず足踏み状態となった。一方あとが無い馬場選手だったが、そこは昨年の覇者にして

今シーズンの勝者。「柔能く剛を制す」と言わんばかりの堅実なボウリングを展開。

4 ストライク 4 スペアの 186 点で 2 勝 2 敗のタイに持ち込んだ。 

 

 

 

 

 

 

◆ファイナルステージ第 5 戦◆ 

第 5 戦にまでもつれた千里シリーズ。ここまでくればもう体力ではなく精神力の勝負だ。 

第 4 戦同様ハンデを活かした手堅いボウリングで逃げ切りを計りたかった馬場選手だった

が、ゲーム前のインターバルで勘が狂ったのか、3 フレまでオープンが続くきわめて苦し

い展開に。逆に杉原選手はインターバルでのメンテナンスが利用しストライク・スペアを

連発し、序盤での逆転に成功した。馬場選手は中盤息を吹き返すも、6 フレでこのゲーム

3 度目のスプリットが出てしまい万事休す。他方杉原選手は、またもや 200 UP かとのス

コアメイクを披露。8 フレ・9 フレのオープンもご愛嬌の、ダブルを含む 4 ストライク・4

スペアの 183 点で馬場選手に引導を渡した。 

馬場連覇ならず！杉原 5 度目 V で第 25 代王者

王者の意地！ 馬場選手、堅守速攻で逆王手！ 



 

 

杉原陽一 選手 

まさか第 5 戦までもつれるとは思っ

てませんでしたが、なんとか勝ちき

ることができました。４年ぶりにこ

のトロフィーを持つことができて嬉

しいっす。え？5 度目の V ですか？

それよりも次はパーフェクト出しち

ゃおうかなぁ、なんて考えてます。

馬場毅 選手 

今日は杉原くんに負けた、という

よりも自分自身に負けたという感

じ。息子共々出直しです。 

来年こそは千里シリーズでの父子

鷹対決を実現してみせるよ。さぁ

息子よ、今日から早速特訓だ！ 

激闘を終えて… 

杉原 ３（○●○●○）２ 馬場 


